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『野津原方言集』 の電子化による地域と学生の交流

⑦ 『野津原方言集』とは

大分市南部に位岡する野津原（のつはる） 地域

は、 平成17 (2005) 年の合併前は大分郡野津原町

(1959-2004年）。 江戸時代には肥後藩から現在の

大分市鶴崎まで延びる、 参勤交代に使用された

「肥後街道」沿いの、 熊本を発して4日目の宿場

町であった。 今市（いまいち） の「石儘」は、 そ

の当時の風 •|i'iを残す。 街道には川を渡る箇所が七

つあり、 これが「七瀬川（ななせがわ）」の名の

元になったと伝えられている。 当時、 沿道には店

も建ち並び隆盛を極めた。 勝洵舟、 伊能忠敬、 坂

本龍馬などが通った（参考文献①）。

「野津原方言集」は、 野津原町の有志7名が野

津原方言を文字化して、 日常生活や伝承物語を

綴ったilll子である。 きっかけは、 野津原地区の文

化財調究の一深として方言採集を始めたことだっ

たそうだ。 平成 7 (1995) 年から平成10 (1998) 

年に前編・後編・ こぼればなしの311lJ-本として野

津原町教育委員会から発刊され、 一 度は完結し

た。 ところが発刊してみると反梨限が大きく、 好評

に応えて30年間、 現在までに年に1 ~ 2 ·IIIJ·のペ ー

スで続編29まで続いているという。 内容として

は、 方言辞杏・昔話・民謡などを盛り込み、 単発

や連載として

載せている。
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写真1 :実際の「野津原方言集」
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し、 毎号色辿いの表紙で手書きのタイトル文字。

懐かしさを感じる装丁である。 迎巻35illtには、 30

年間の創意：工夫と郷土愛が詰まっている。

執節・編集・製本を手掛けるのは、 会長の小野

寿祐氏、 事務局長の佐藤源治氏、 赤星ヨシミ氏、

那須政子氏の4名である。 B4版用紙を半分折に

して両側に印刷し、 袋とじにして背表紙を糊付け

した冊子である。 それぞれの行程を4人で分担し

て作成しているそうだ。 当初7名で出発したが、

3名は鬼藉に入られた。 現調査員の4名にうかが

うと、 方言を求めて方言調査旅行、 民放ラジオに

出派した経験もあるそうだ。 最高齢 (97歳） の佐

藤氏はつい蔽近まで小学校で読み lirlかせに行って

いたとのことで、 大変粕力的な方たちである。

⑨『野津原方言集』電子化の必要性

「野津原方言集」は現在までで35冊。 最初の 3

·!Ill•以外は手作りの冊子で、 原稿はワ ー プロ機で作

成しデ ー タを上魯きするので、 地子テクストは

残っていない。 このilll·子の特徴である、 方言音声

を文字に写す「方言体」は琉球歌謡の「おもろそ

うし」（参考文献②）を代表として各地にあるが、

30年間35ill}を同じメンバーで出し続けている方言

梨は、 日本で唯一と言えるのではないだろうか。

定期購入者や寄贈先の公立図叫館等では保存され

ると思うが、 紙媒体だけでばし滸ない状態である。

また、 報告者はかねてより購義授業の中で、 学

生たちに「実際に語られる方言」を学ぶ機会を提

供したいと考えていた。 大分方言で語られる「戯

後浄瑠瑚」をYouTubeで聞かせることもしてい

た（参考文献③）が、 声の主はすでに故人であり、

報告者にとっても不明な点を確認する術がなかっ



た。どんな言語も同じだが、 方言体を読み解くに

は集中して方言を「学ぶ」必要がある。ただ講義

で聞かせるだけでは、 おそらく難解· 退屈で頭に

入らないだろう。さらに、 内容の豊富さや面白さ

を理解するには、 ある程度の量を読みこなすこと

が必要だと思われる。そんなある時、 学生たちに

授業の中で「野津原方言集」を電子化し、 内容を

理解させる方法を思いついた。不明な点は、 実際

に作者である調査会の方に尋ねることができる。

これこそ「生きた方言の学修」になると、 早速企

画を練ることにした。あれこれ考えた結果、 オノ

マトペ（擬音語・擬態語）や感動詞を講義の前半

で取り上げ、「野津原方言集』の本文からオノマ

トペや感動詞を見 つ け出し、 デ ー タベ ー スを構

築・共有するという授業計画を立てた。

令和 2 (2020) 年、 新型コロナウィルス感染が

世界中に広がり、 方言研究者の間でも臨地調壺が

難しい中で談話の文字起こしや方言集の電子化

デー タを提供し合う動きがあり、 それも大きなヒ

ントになった。

以上のような必要性、 つまり「保存」「教育」

「研究」の 3 つの必要性から電子化が必要だと考

えたのである。特に、 生きた方言を学ぶ「教育」

のためには、 今をおいて他にはないだろう。

〇協力体制

佐藤事務局長に電子化の許可や交流会を申し込

んだのが、 令和 2 (2020) 年の夏であった。話を

聞くとすぐさま快諾してくださり、 OCR 処理用

に全35冊の寄付を申し出てくださった。

「大学等による 『おおいた創生」推進協議会」

にも採択され、 印刷会社に OCR （光学的文字認

識）処理を発注した。夏以降も新型コロナウィル

ス感染者数が全国的に減少しておらず、 交流会は

Zoom 会議システムで行うこととし、 大分市野津

原支所で会議室を使用させてもらうことにした。

報告者の実力では、 Wi-Fiやそれに伴う設備の

整った場所を借りなければ、 遠隔での交流会は実

現できなかったので、 野津原支所の協力は非常に

ありがたかった。

10月下旬に OCR 処理をした Word ファイルが
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届いた。次の段階として、 方言集本文を1枚ずつ

手作業でスキャンし PDF ファイルを作成した。

アルバイトの学生と取り組んだが、 目標の15冊に

届かず12冊までとなった。しかし、 結果としては

色付きの表紙の絵やイラストも残すことができて

良かったと思う。

〇授業への組み込み

さて、 別府大学には moodle （ム ー ドル）とい

う、 オンライン授業の基盤となる仕組みがある。

その中の「言語文化論II」という科目上に数回に

分けて、『野津原方言集」の Word ファイル、 対

応する PDF 原稿を載せた。学生たちには 1 回約

8 ペ ー ジ分、 PDF の通りに整形・修正する課題

を出し、 それを 5 回行った（合わせて約1,200ペー

ジ分）。ほとんどの学生はすぐに作業に慣れた。

その際に意味のわからなかった語旬、 方言調査会

の方に質問してみたいことなどを記入する「ワ ー

クシー ト」も提出させ、 次の授業内で解説しては

次回の課題を指示した。報告者では解決できない

部分もあり、 それは交流会で質問するように伝え

た。

もう一 つ、 学生たちには自分の担当範囲から、

オノマトペと感動詞を抜き出してデー タベ ー ス化

する課題も課した。それが「野津原方言集デー タ

ベ ー ス2020」である。このような電子化を体験さ

せることによって、 方言資料とより深く接するこ

とが可能になり、 交流会への参加動機も確立させ

ることができたと感じている。

〇第 1回zoom会議システムに
よる交流会

11 月26 日 10時40分から、 野津原方言調査会と学

生との Zoom 利用の交流会を実施した。野津原支

所の会議室に調究会の方に集まっていただき、 い

わゆる「遠隔リアルタイム授業」 の方式で報告者

が調査会の方たちの発言を中継した。

まず、 会長の小野氏からは「野津原で使われて

いることばを全部集めようと思ったら、それに生活

文化が全部付いてきた」、「みなさんに研究しても

； 
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らえて嬉しい」というご挨拶のことばをいただいた。

次に学生たちから 、 調べても わからなかった単

語や野津原地域についての質問が出て 、 それに対

して研究会の方から返答をいただいた。「人間の

固えな一 心ぅ許してち頼らるるが／岩ん固えな一

どうにんならん（人間の固いのは心を許して頼る

ことができるが、 岩の固いのはどうにもならな

い）」などの文で区切り方がわからないので教え

てほしいという質問には、「う」などの表記によっ

て助詞が付いているということがわかるようにし

たり 、「／」のところ所に原文では1マス空けて

あるのだが、 そこで息継ぎ、 区切れとなっている

との返答があった。また 、「ヤシプする／隣ンが

きがソリュ ー ミチョル（ヤシブすると隣のガキが

それを見ている）」の 「ヤシブ」 とは何かという

質問には「卑しん坊が語源と思うが『ヤシボをす

る」で 、 人に隠れておやつなどを食べること」と

いう返答があった。 他に 「クンズイチスル／シゴ

ター／モ ーデケン（屈みこんでする仕事はもうで

きない）」 、「シャプシャプ」は「激しいさま」、

「どっとんどっとん」は「どんどんと ・一気に」、

「ぽそぼそ」は「やる気なさそうに」、「ヒュ ー ラ

ヒュ ー ラ」は「ふらふらと」となど 、 質疑応答が

続いた。 歌の「ホ ー チョヌベヌベ」は郷土料理「飽

腸（ほうちょう）」を作るために小麦粉を伸ばす

ことで 、「ぬべぬべ」は「伸ばせ伸ばせ」に あた

ることがわかった。 方言だけでなく 、「みなさん

が考える野津原の良さを教えてほしい」という質

問には、「地域のまとまりの良さがあり 、 伝統的

行事を大切にしているところ」、「 自給自足ができ

ている」という返答があった。

野津原方言調査会からの質問も あり 、「みなさ

ん方の故郷のことばを使うか」に対して 、「カベ

チョロ（ヤモリ） など今でも使っている」と即答

する学生もいた。 さらに 「学生が使っている方言

を教えてほしい」の質問には、「祖父と暮らして

いて 、 道を案内するときにドンツキ（突き当り）

を使う」という返答があった。また 、「方言を使

うことに恥ずかしくないか」という質問に 、「恥

ずかしくない」と答えた学生が圧倒的に 多かった。

調査会の方々から「良い機会をいただいて嬉しい。

集大成になったと思う」、「堂々と方言を使ってい

ピ

ることは自信を持って生きているという証拠だと

思う」、「方言を 自己アピ ールに活かしてほしい」

というメッセ ー ジもいただいた。

その他に 、「野津原地域は二世帯住宅が少なく 、

高齢者の一人暮らしが多いのが心配」、「交通の便

が悪いためや子供の塾のために若い世代の住人が

少ない」、「子供がおじいちゃんおば あちゃんのこ

とばを聞く機会がない」などの地域の問題点も挙

げ、 それが方言集を発刊する原動力になっている

との話も あった。

学生たちは多 少緊張していたようだが、 この交

流会によって双方の距離感が縮まったことは間違

いない。

·第2回zoom会議システムに
よる交流会

その後も学生との作業は続き 、 年明けからは時

間外学修として調査研究をするように課した。 そ

の結果を報告する授業では、 オノマトペや感動詞

についてのものが多かったが、 歌詞や特定の方言

単語やそれ以外の疑問などもあった。

令和 3 年 1 月 21 日の10 時40分から 、 第 2 回交流

会を実施した。 最初に本取り組みに対する協力へ

のお礼と 、 試作品ながら CD-R に収めた 『野津

原方言集電子版（前編～続編9)』の贈呈を行っ

た。 内容は、『野津原方言集 』前絹～続編9まで

の全ペ ー ジの PDF ファイル 、 同内容の OCR 処

理した本文ファイル(Word)、 学生たちの調査研

究報告ファイル (PDF) 、 野津原方言集デー タ

ベ ー ス2020 (Excel) である。

そして学生たちの研究発表に移った。 オノマト

ペの中に笑顔や涙に関するものが多いという 「 心

情を表すオノマトペ」の傾向を調べたものや 、「ぬ

ぱっと（パカっと）」「ひょかっと（急に）」 など

共通語にはないものを調べたもの 、 デー タベ ー ス

を集計した結果として呼びかけや応答の感動詞が

多いというもの 、 母親を呼ぶオカチャンという方

言と他の九州方言を比較したものなど 、 どれも学

生たちが自分の視線から興味を持ったり違和感を

抱いたりしたことから調べた内容で ある。

それを視聴した研究会の方々からは 、「こんな



に細か く熱心に 調べてくれて嬉し い」という声が

挙がった。 また 、 オノマトペの「キンキン」につ

いて、「キンキンに冷えた水」などの 他に「キン

キン泣く」という、 学生はなじみのない 使用例に

ついて、 調査会の方から高い音や金属の鳴る音と

しても使われるという説明があった。「人吉女房」

と出てくるが、「人が良す ぎて何でも他 人 に与え

てしまう女房」だという回答で、「 人吉」が地名

ではな く「お人好し」の意味だとわかる例もあっ

た。 夜迅いの失敗話に出てくる「 りや 一」の意味

が知りた いという質問に は「駕きや失敗が混合し

たような気持ち」という返答があった。 この方言

媒に は、 恋愛に関する内容も多く載っている。

何といっても学生を感動させたのが、 佐藤事務

局長の歌唱であった。「方言躾に載っている 歌 を

実際に 歌ってほし い」という学生の要望で、 事前

の打ち合わせ を した わけではなかったが、 佐藤氏

が自ら作詞 した「七i頼馬子唄」を 一 節、 アカペラ

で歌ってくださった。 抑揚幾かに「ハァ七瀬のせ

せらぎホイホイホイ」が開き 、 Zoomの画而上に

「拍手」が咲いた。「生歌を聞くという他では体

験できない質重な体験 をすることができた」、「歌

のところで歌うリズムや音がわからなかったけ ど

こ んな感じで歌うんだなだと思った」等の感想が

多数あった。

⑦まとめ

授業後に学生が回答したアンケ ー トに は、「最

初はどこが切れ日か もわからず、 烈味もよ くわか

らなかったが、 次第に読めるようになり内容も理

解できるようになった」、「以前は、 方言は1十1舎っ

ぽいとしか 思っていなかったが、 歌や話など あ

り 、 方言は奥が深い なと息った」、「方言染を硯子
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化して読むなど し ながら1つの 地域の方言につい

て深く知ってい くの は、 この授業が初めてだった

ので、 とても典味深く新鮮に感じた」など 、 肯定

的な感想が多かった。 さらに「（野津原方言調査

会のために）何かできることがあったらした い」、

「自分の方言を見直した い」と瞥いている学生も

いた。 野津原方言調査会の30年間の取り組みの重

み 、 そ して交流会で学生にかけてくださった温か

いことばによる反応だと思 われる。

今後の予定としては、「言語文化論」の謂義・

授業内で残りの整形・修正を行ってい くつもりで

ある。 オノマトペ・感動詞に閾わらず、 疑問点を

列挙してい き 、 調査会や報告者の解．説を付記 して

い くようなデ ー タベ ー スを作ることも有効だと思

う。 完成版に向けて、 表記上の特徴や共通語を併

記する 必要もある。 促音表記の揺れや誤植などに

対する整理も必要だと思われる。

［付記］

野禅：原方言調査会と大分市野津原支所の皆様 、

その 他本取り組みにご理解 · ご協力いただ いた皆

様に心よ り感謝いた します。

なお、 本取り組み は、「大学等による「おおい

た創生」推進協談会」の支援を受けています。
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